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進事業団が 1981 年 10 月 1 日に実施した「職業
移動と経歴調査」（第二回男子調査）である。
両者ともに調査対象は男性（調査時点の年齢は

















































































戦時末期の 93 万人（285 頁）を同じ職業軍人
として扱えるのかは疑問である。
　第 6～ 8 章は 1981 年の雇用促進事業団の調
査報告を使って，地域移動の実態とその根拠に
ついて論じている。この調査の対象は 1981 年
に 25 ～ 69 歳であった者であるから，1945 年














































































































区分し―たとえば① 20 歳で入営，30 歳で再
召集，復員後に職場を変更，② 17 歳で志願，
そのまま戦地にとどまって終戦，初職はその














































て回答した者は 717 名であるが，その内訳は 5
反未満が 13.2％，5 反～ 1 町歩が 35.2％，1 ～
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